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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
抱
負
抱
負

　

こ
の
度
、市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と

す
る
各
方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、引
き
続
き
新
見
市
長
と
し

て
市
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
�
年

間
、皆
様
の
暮
ら
し
と
新
見
の
未
来
の

た
め
の
施
策
に
、誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、国
内
経
済
は
回
復
基
調
が
見

え
始
め
た
も
の
の
、依
然
と
し
て
先
行

き
が
不
透
明
な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
地
域
経
済
対
策
を
最
重
要
課

題
と
し
て
、国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
た
積
極
的
な
予
算
編
成
と
関
係
団
体

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、地
場
産
業
の
保
護
・
育
成
対
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
雇
用

の
場
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、新
規
就
農
対
策
や
後
継
者
育
成
対

策
に
も
取
り
組
み
、本
市
農
林
業
の
活

性
化
を
図
り
、地
域
特
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、�
次
産
業
化
を
推
進
す
る
な
ど

産
業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
や
福
祉
に
お
き
ま
し
て

は
、医
療
従
事
者
の
確
保
対
策
と
し
て

看
護
師
を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
新
た

な
修
学
金
給
付
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

が
、引
き
続
き
医
師
の
確
保
や
救
急
医

療
体
制
の
整
備
、福
祉
・
介
護
施
設
等
の

充
実
、障
が
い
者
支
援
、各
種
検
診
や
予

防
接
種
な
ど
へ
の
助
成
、交
通
不
便
地

域
へ
の
エ
リ
ア
型
デ
マ
ン
ド
方
式
の
公

共
交
通
の
導
入
な
ど
に
努
め
る
と
と
も

に
、認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
な
ど
積
極

的
に
子
育
て
支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
も
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
支
援
員
の
配
置
や
、地
域
防

災
力
強
化
の
た
め
の
人
材
育
成
や
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を

行
い
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  
こ
れ
か
ら
も
、皆
様
の
声
を
大
事
に

し
な
が
ら
、新
た
な
決
意
を
も
っ
て
、健

全
な
財
政
基
盤
を
維
持
し
つ
つ
総
合
振

興
計
画
と
連
動
し
た
財
政
計
画
に
基
づ

き
、豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
新
見
市
の

未
来
に
向
け
て
、き
め
細
か
い
施
策
を

展
開
し
、市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応

え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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新
見
市
議
会
議
員

 池  田   一  二  三 
��� �� �� �� �

（��歳／哲西町矢田）
 石  田 　　 實 
��� �� ���

（��歳／上市）

任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
が
、�
月　

日（
日
）に

��

行
わ
れ
ま
し
た
。選
挙
の
結
果　

人
の
み
な
さ
ん
が

��

選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

新見市議��人
（標記は、５０音順、
 年齢は５月１日現在、敬称略）

 坂  東 　 義  生 
������ ��� �

（��歳／高尾）

 難  波 　 孝  一 
��� �� �����

（��歳／大佐小阪部）

 塩  飽 　 満  路 
�� ��� ��� �

（��歳／金谷）

 岩  田 　 秀  之 
��� �� �����

（��歳／哲多町矢戸）

 藤  沢 　 正  則 
������ �����

（��歳／大佐小阪部）

 橋  本 　 亨  子 
������ ����	

（��歳／正田）

 杉  本 　 美  智  子 
������ �� �� �

（��歳／正田）

 榎 　 日  出  男 
���� �� �� �

（��歳／高尾）

 宮  本 　 英  基 
������ ��� �

（��歳／高尾）

 羽  場 　 純  三 
�� �� ������

（��歳／哲多町田淵）

 津  島 　 大  孝 
�� ��� �����

（��歳／上熊谷）

 面  田 　 照  雄 
��� �� ��� �

（��歳／神郷釜村）

 山  本 　 昌  次 
������ ����	

（��歳／井倉）

 林 　　 光  和 
���� �����

（��歳／草間）

 仲  田 　 康  豊 
��� �� �����

（��歳／神郷下神代）

 小  河 　 俊  文 
�� ��� �����

（��歳／新見）
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新見南小学校開校式の様子

新たな教育拠点が誕生しまし た

��������
　地域や関係者のみなさんのご理解とご協力

をいただき、新見市立新見南小学校が開校し

ました。

　新見南小学校は、昨年足見小学校と統合し

た明新小学校、唐松小学校の�校が統合して

誕生しました。校舎は、旧美郷中学校校舎を

改装して利用しています。

　�月�日�には、開校式が行われ、校章を

あしらった校旗の樹立や式典参加者による新

しい校歌の斉唱も行われました。開校初年度

の全児童数は���人となり、市内では思誠小

学校、刑部小学校に次いで�番目に大きな規

模の小学校となりました。

　新見南小学校が保護者や地域あるいは関係

のみなさんのご支援をいただきながら、地域

における教育の拠点施設として末永く愛され

ることを市としても念願しています。

■問い合わせ先　教育総務課（������）

■入園申し込み・問い合わせ先　熊谷認定こども園（������）

��������������������

保育料保育時間対象年齢内容区分

月額 �����円
（別途、給食費や教材費
などが必要です。）

●通常教育　　�：��～��：��
●預かり保育　��：��～��：��
（�日���円）

�～�歳児
・幼稚園として、午前中に幼
児教育を受け、給食後、降
園します。

幼稚園
（短時間）

世帯の所得や児童の年
齢により異なります。

●通常保育　�：��～��：��
　（必要により�：��～��：��）

●延長保育　��：��～��：��

（日額���円、または、月�����円）

�～�歳児

・日中に家庭で保育が十分で
きない児童を保育します。

・�歳児以上については、午
前中は短時間保育児と同じ
クラスで幼児教育を受けま
す。

保育所
（長時間）

　新設された熊谷認定こども園では、�月�

日�に開園式が行われました。

　熊谷認定こども園が、保護者や地域のみな

さんのご支援をいただきながら、地域に根ざ

した教育保育施設として末永く愛されること

を市としても念願しています。

　また、次の内容で園児を随時募集していま

す。入園を希望する人はご連絡ください。
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地
域
や
職
場
で
防
災
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
防
災
意
識
の
啓

発
や
防
災
、
減
災
、
救
助
な
ど
の

技
術
習
得
に
自
発
的
に
取
り
組
む

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、「
防
災

士
」
の
資
格
取
得
に
必
要
な
経
費

を
補
助
し
ま
す
。

※
防
災
士
と
は

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構

が
認
定
す
る
民
間
資
格
で
、
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
減
災
と
社
会

の
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
が

期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
を

い
い
ま
す
。
資
格
取
得
に
は
防
災

士
養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
資
格
取

得
後
に
地
域
で
の
活
躍
が
見
込

ま
れ
る
人

●
対
象
経
費

　

資
格
取
得
に
必
要
な
講
座
受
講

料
、
受
験
料
お
よ
び
登
録
料
の

実
費

※
受
講
・
受
験
の
た
め
の
交
通
費

な
ど
は
自
己
負
担

●
補
助
率

　
　
 
／ 　
 （
上 
限
� 
万
� , 
� 
� 
�
円
）

��

��

　

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
が

防
災
・
減
災
の
要
で
す
。
こ
の「
共

助
」
の
主
体
と
な
る
自
主
防
災
組

織
が
市
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
被
害
情
報
の
収
集
・
伝
達
や

避
難
所
の
開
設
な
ど
を
迅
速
か
つ

的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

組
織
を
市
内
全
域
に
設
立
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
に
出
向

い
て
設
立
や
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
組
織
の
取
組
（
避
難
訓

練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
）
へ
の

補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
制

度
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
地
域

ぐ
る
み
で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

防
災
士
の
資
格
取
得

を
支
援
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
を

支
援
し
ま
す

■問い合わせ先　総務課総務係（������）

 
災
害 
に
強 
い

ま
ち 
づ
く
り 
の
た
め
に

��
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
�

■補助の対象となる防災資機材

資　機　材　名区　分

街頭用消火器、消火器格納庫（取り付け費含む）、バケツ、消火器薬剤、
小型動力ポンプ、ホース、放水補助器具、発電機など

初期消火用

ヘルメット、バール、丸太、掛矢、斧、鍬、もっこ、なた、ペンチ、
鉄線はさみ、ハンマー、一輪車、ロープ、ゴムボート、など救出救助用

ラジオ、無線機器（簡易で携帯用のもの）、
電池メガホン、標識板、標旗、強力ライト、
発電機など

避難誘導用

給水タンク、緊急用ろ水装置、飲料用水槽、炊飯装置など給食給水用

市長が特に必要と認めるものそ　の　他

■補助の対象となる事業

補　助　金　額事業名

訓練などの実施に要する経費の全額。
（※組織加入世帯数に２００円を乗じて得た額が上限）防災訓練の実施

購入費用総額に４/５を乗じて得た額。
（※組織加入世帯数に１，０００円を乗じて得た額が上限）防災資機材の整備
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本
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
医

師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
不
足
が

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
も
関
係
機
関
に
継
続
的
な
働
き
か
け

を
す
る
な
ど
、
医
療
従
事
者
の
確
保
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
看
護

師
に
つ
い
て
は
、
人
口
当
た
り
の
人
数
が

県
平
均
の
�
分
の
�
程
度
と
大
変
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。
専
門
的
な
知
識
と
技

術
に
基
づ
い
て
患
者
に
接
す
る
最
も
身
近

な
医
療
従
事
者
で
あ
る
看
護
師
は
、
地
域

医
療
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
市
内
で
勤
務
す
る
看
護
師
は
、

現
在
の
年
齢
構
成
な
ど
か
ら
み
て
、
今
後

さ
ら
に
減
少
す
る
も
の
と
心
配
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
、
医
療
従
事
者
確
保

対
策
と
し
て
「
看
護
学
生
奨
学
支
援
金
給

付
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
看
護
師
養
成
学
校
を
卒
業
後
、
市
内

の
医
療
機
関
で
看
護
師
と
し
て
一
定
期
間

以
上
働
く
意
思
の
あ
る
看
護
学
生
に
対
し

て
、
修
学
資
金
（
月
額　

万
円
）
を
給
付

��

し
応
援
す
る
制
度
で
す
。
将
来
の
新
見
市

の
医
療
を
支
え
る
人
材
と
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
�
月
に
は
市
内
で
初

め
て
看
護
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
看
護

師
の
就
職
や
進
学
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
�
月
に
は
新
見
公
立
大
学

の
本
館
・
体
育
館
の
建
て
替
え
工
事
が
完

了
す
る
な
ど
、
看
護
師
を
育
成
す
る
た
め

の
環
境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
、
い
き
い
き
と

活
躍
す
る
看
護
師
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
や
さ
し
さ

の
健
康
都
市
」
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
「
新

見
で
看
護
師
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
い

う
意
欲
に
満
ち
た
方
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
市
の
地
域
医
療

の
一
層
の
充
実
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

4
月　

日
（
水
）、
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前
に
当
選
後

��

初
登
庁
と
な
る
石
垣
市
長
が
到
着
。
出
迎
え
た
約
1
5
0
人
の

職
員
の
拍
手
の
中
で
花
束
を
受
け
取
る
と
、
市
長
は
手
を
振
っ

て
拍
手
に
応
え
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
登
庁
式
が
行
わ
れ
、「
市

の
未
来
を
見
据
え
、
職
員
と
と
も
に
市
の
発
展
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

 

石
垣
市
長
初
登
庁



����������
��������

　各地域で使用する地区集会所について、新築、増築、改築、移転、修繕、模様替えおよび上

下水道への接続工事などを行う場合は、補助制度がありますのでご活用ください。

　また、昭和��年�月末以前に建築した集会所については、今年度から耐震診断や耐震改修工

事を行う場合も補助対象となりますのでご活用ください。

　道路の維持保全のため、地域住民が自主的に

道路愛護の目的をもって道路愛護会を組織し、

次の活動を行った場合に報償金などを支給しま

す。

■主な活動内容

①道路の草刈、側溝清掃などの環境美化活動

②区域内の道路の維持補修

③道路の崩壊箇所などの報告

④災害発生等緊急時の応急措置など

■報償金など

①道路の環境美化活動実施延長に対して�����円

／���ｍ（ただし、年�回を限度）

②事業実施のためのボランティア保険料（ただ

し、年間掛金���円／人を限度）

※作業後は�週間以内に事業実施報告書を提出

してください。また、年�回実施する団体は

�回ごとに報告してください。

■問い合わせ先

　建設課維持管理係（������）

����
��������
���������	
��
�������

集会所に関する
　補助制度があ り ます

■対象事業

　補助対象経費が��万円以上のもの

　※耐震診断、補強計画作成を除く

■補助対象経費　

・工事費

・解体処分費

・安全施設（フェンス、街路灯）の整備費

・防犯上必要な整備費

・耐震診断費　

・補強計画作成費

・耐震改修工事費

※その他集会所の機能を果たすために必要な最

小限度のもの。

■補助率

　補助対象経費の�／�以内（限度額があります）

■補助対象外経費の例

・庭木の植栽・剪定や花壇の整備などの経費

・エアコンなど備品となる経費

※この他にも対象外となる経費があります。

■受付期間　随時受付

・必ず事業を実施する前に申請してください。

・この補助制度で事業を実施した集会所は、そ

の後５年間は申請できませんので、ご注意く

ださい。（下水道接続、災害復旧、耐震に関す

る事業を除く）

・交付には諸要件がありますので、お問い合わ

せください。

■問い合わせ先

　企画政策課政策係（������）



�����������
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元新見市議会議員の 坂  口  正  視 さん（西

さか ぐち まさ み

方）に旭日小綬章が授与されました。

■
新
見
市
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

政
務
調
査
費
の
名
称
を
政
務
活

動
費
と
し
、交
付
の
目
的
を「
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す

る
た
め
」に
改
め
、充
当
で
き
る

経
費
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
の

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
旅
費
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
出
張
旅
費
の
一
部
を

減
額
す
る
た
め
の
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。

■
新
見
市
保
育
所
条
例
及
び
新

見
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

上
市
認
定
こ
ど
も
園
を
幼
保

連
携
型
と
し
、熊
谷
認
定
こ
ど

も
園
を
新
た
に
開
設
す
る
た
め

 
� 
条
例
関
係

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年�月
定例会

の
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
防
災
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
内
の
中
高
生
の
使
用
料
を

引
き
下
げ
、市
外
の
方
の
使
用

料
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
条
例

を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
奨
学
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

奨
学
金
の
返
還
年
限
を
変
更

す
る
た
め
の
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。

■
新
見
市
簡
易
水
道
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
見
市
草
間
台
簡
易
水
道
の

給
水
区
域
を
拡
張
す
る
た
め
の

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会

��

計
予
算
や
新
見
市
診
療
所
特
別

会
計
予
算
な
ど　

件
の
当
初
予

��

算
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
に
つ

い
て
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
は
、�
�
�
億
� , 
�
�
�
万

円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

�
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
補
助

金 
…
…
… 
� , 
�
�
�
万
円

�
新
見
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進

事
業 
…
… 
� , 
�
�
�
万
円

�
重
度
心
身
障
害
児
医
療
型
短

期
入
所
開
設
事
業
�
� 
� 
万
円

�
子
育
て
力
向
上
事
業

　
 
…
…
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

�
未
熟
児
養
育
医
療
費
助
成
事

業 
…
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

�
看
護
学
生
奨
学
支
援
金
給
付

事
業 
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

�
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
事
業
� 
� 
� 
万
円

�
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
事
業
�
�
�
万
円

�
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

補
助
事
業 
� , 
�
�
�
万
円

�
新
見
の
森
と
匠
を
活
か
す
家
づ

く
り
支
援
事
業 
�
�
�
万
円

�
市
道
新
設
・
改
良
事
業

　
 
…
… 

�
億
� , 
�
�
�
万
円

�
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

事
業 

�
億
� , 
�
�
�
万
円

�
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
支

　

平
成　

年
�
月
定
例
会
が
�
月　

��

��

日
か
ら
�
月　

日
に
か
け
て
開
催
さ

��

れ
ま
し
た
。今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例　

件
、予
算　

件
、そ
の
他
議
案

��

��

�
件
、請
願
�
件
、議
会
の
発
議
�
件

の
計　

件
で
し
た
。

��

　

そ
の
中
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 
� 
当
初
予
算
関
係

　坂口さんは、昭和��年に旧新見市議会議員に初当選し、以後平成��年
�月まで�期��年間在任されました。さらに、平成��年�月に市町合併
後の新見市議会議員に当選し、平成��年�月までの�期�年務められ、
通算��年間の永きにわたり、情熱をもって市議会議員として市政に取り
組まれました。
　その間に監査委員、建設常任委員会委員長、建設経済常任委員会正・
副委員長、文教民生常任委員会委員長などを歴任され、地方自治の発
展に尽力されるとともに、市民の代表として新見市の発展に多大な貢
献をされました。

援
事
業 
…
…
…
…
… 　

万
円

��

�
地
域
力
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業 
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

�
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学

生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
事
業 
…
… 
�
�
�
万
円

　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会

��

計
補
正
予
算（
第
�
号
）を
含
む

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
係
る
�

件
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、早

期
執
行
を
促
す
た
め
議
会
初
日

 
� 
補
正
予
算
関
係



����������
��������

に
、平
成　

年
度
新
見
市
一
般

��

会
計
補
正
予
算（
第
�
号
）な
ど

　

件
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は

��議
会
最
終
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
補
正

予
算（
第
�
号
）に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
�
億
� ,

�
�
�
万
円
を
追
加
し
、総
額

を
�
�
�
億
� ,
�
�
�
万
円

と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

�
耐
震
診
断
・
点
検
及
び
耐
震
化

事
業 

�
億
� , 
�
�
�
万
円

�
農
業
用
た
め
池
整
備
事
業

　
 
…
…
…
… 

� , 
�
�
�
万
円

�
道
路
・
橋
り 
ょ 
う 
等
新
設
改
良

事
業 

�
億
� , 
�
�
�
万
円

　

ま
た
、一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
�
号
）で
は
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
�
億
� , 
�
�
�
万
円

を
減
額
し
、総
額
を
�
�
�
億

� , 
�
�
�
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

�
大
学
設
備
整
備
事
業

　
 
…
…
… 

△
� , 
�
�
�
万
円

�
地
域
バ
ス
対
策
事
業

　
 
…
…
…
… 

� , 
�
�
�
万
円

�
ご
み
焼
却
施
設
整
備
事
業

　
 
…
…
… 

△
� , 
�
�
�
万
円

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

朝
間
田
曽
線
を
市
道
に
認
定

す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
神
郷
温
泉
等
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

新
見
市
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
神
郷
温
泉
等
の
管
理
運
営

を
株
式
会
社
さ
ん
び
る（
代
表

取
締
役　

田
中
正
彦
）に
行
わ

せ
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
議
会
基
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、地

方
自
治
法
第
�
�
�
条
第　

項
��

の
規
定
が
改
正
さ
れ
、「
政
務
調

査
費
」の
名
称
が「
政
務
活
動

費
」に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

条
文
に
基
づ
き
新
見
市
議
会
基

本
条
例
中
の「
政
務
調
査
費
」の

名
称
を「
政
務
活
動
費
」に
改
正

す
る
条
例
を
議
会
初
日
に
可
決

し
ま
し
た
。

■
新
見
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、地

方
自
治
法
第
�
�
�
条
の
規
定

が
改
正
さ
れ
、委
員
会
の
委
員

の
選
任
等
に
つ
い
て
は
、条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
文
に
基
づ
き
、新
見
市

議
会
委
員
会
条
例
第
�
条
、第

�
条
及
び
第
�
条
の
規
定
を
そ

れ
ぞ
れ
改
正
す
る
条
例
を
議
会

初
日
に
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
、ま
た
効
率
的
な
議
会

運
営
を
図
る
た
め
、現
在
の
�
常

任
委
員
会
を
�
常
任
委
員
会
へ

再
編
、予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

の
常
任
委
員
会
化
、議
会
運
営

委
員
の
定
数
減
な
ど
を
改
正
す

る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
員
が
政
治
倫
理
基
準
に
違

反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
、よ
り
慎
重
審
議
す

る
た
め
に
審
査
会
の
設
置
や
審

査
結
果
の
措
置
に
つ
い
て
議
会

運
営
委
員
会
に
諮
る
よ
う
に
規

定
す
る
こ
と
や
、公
平
性
の
確

保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、審
査
対

象
議
員
だ
け
で
な
く
、審
査
請

求
を
し
た
者
の
代
表
者
に
も
異

議
申
立
を
す
る
機
会
を
与
え
る

よ
う
規
定
す
る
条
例
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
対

す
る
各
議
員
の
態
度
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。※
別
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

 
� 
そ
の
他
議
案
関
係

 
� 
議
会
の
発
議
関
係

 
� 
議
案
の
賛
否

（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

平成��年�月定例会　
賛否が分かれた議案について

新見市奨学金条例の一部
を改正する条例

条例第�号

平成��年度新見市一般会
計予算

予算第�号

新見市グリーンミュージアム
神郷温泉等の指定管理者
の指定について

議案第�号

森林公園新設道路促進に
関する請願書

請願第��号

請
願
第　

号
��

の「
不
採
択
」に

議
案
第
�
号

の「
可
決
」に

予
算
第
�
号

の「
可
決
」に

条
例
第
�
号

の「
可
決
」に

議員名

議
席
番
号

○○○○杉本美智子�

○○○○村上　伸祐�

○○○○難波　孝一�

○○○○藤澤　正則�

○○○○塚本　陽満�

○○○○小郷　昌一�

○○○○津島　大孝�

○○○○林　　光和�

×○○○塩飽　満路��

○×××橋本　亨子��

○○○○串馬　邦夫��

○○○○才田　靖郎��

○○○○面田　照雄��

○○○○仲田　康豊��

○○○○榎　日出男��

○○○○山本久美子��

○○○○杉　　修次��

○○○○前田　忠志��

○○○○坂口　正視��

○○○○池田一二三��
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市からのお知らせ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

補
助
制
度
�
�
�
�
�

　

搬
出
間
伐
を
推
進
し
、
森
林

の
間
伐
に
よ
り
発
生
し
た
林
地

残
材
（
根
元
材
な
ど
）
を
、
ペ

レ
ッ
ト
や
お
が
粉
な
ど
に
加
工

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
地

域
資
源
と
し
て
利
活
用
す
る
た

め
、
林
地
残
材
の
搬
出
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

搬
出
す
る
林
地
残
材
�
ｔ
あ
た

り
� ,
�
�
�
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

手
入
れ
の
遅
れ
て
い
る
森
林

の
間
伐
を
促
進
し
、
間
伐
材
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
林
内

作
業
車
ま
た
は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

装
置
の
購
入
に
対
し
て
、
購
入

費
の
�
／
�
以
内
（
上
限
�
�

�
万
円
）
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
条
件

�
�
戸
以
上
の
森
林
所
有
者
の

団
体
（
法
人
お
よ
び
木
材
登

録
業
者
を
除
く
。）

�
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

こ
と
。

�
�
年
間
で
概
ね　
　

以
上
の

��
ha

間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
。

■
受
付
期
限

　

�
月　

日
�

��

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
や
、

県
補
助
金
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
補
助
金
額
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
先
着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

「
新
見
市
ス
ギ
間
伐
材
運
搬

経
費
支
援
事
業
」
と
し
て
、
森

林
所
有
者
（
法
人
を
除
く
）
が
、

自
己
所
有
林
の
ス
ギ
間
伐
材
を

市
内
の
原
木
市
場
な
ど
へ
運
搬

す
る
場
合
、
そ
の
運
搬
経
費
に

対
し
て
、
�
�
あ
た
り
�
�
�

円
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
皆
伐
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

※
い
ず
れ
の
助
成
に
つ
い

て
も
、
補
助
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
林
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

林
地
残
材
の

搬
出
に
補
助
し
ま
す
！

林
内
作
業
車
な
ど
の

購
入
に
助
成
し
ま
す
！

ス
ギ
搬
出
間
伐 
へ

助
成
し
ま
す
！

　

市
で
は
、有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、防
護
柵
、捕
獲
柵
の
設
置
費
用
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
に
、早
め
に
計
画
を
立
て
、受
付
期
限
内
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
事
業
も
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
助
成
条
件

　

�
戸
以
上
で
の
設
置
（
団

地
化
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
助
成
額
（
�
ｍ
あ
た
り
）

�
電
気
柵
�
�
�
円
の

　

�
／
�
以
内

�
ト
タ
ン
�
�
�
円
の

　

�
／
�
以
内

※
た
だ
し
、
�
戸
未
満
で
の

設
置
に
つ
い
て
も
、 

設
置

延
長
�
�
�
ｍ
以
上
な
ど
、

条
件
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
助
成
条
件

　

補
助
金
の
申
請
に
は
、設

置
し
た
捕
獲
柵
を
適
正
に
管

理
す
る
た
め
に
、有
害
鳥
獣

駆
除
班
長
と
、管
理
責
任
者

の
署
名
、押
印
が
必
要
で
す
。

捕
獲
柵
設
置
は
、地
域
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
作
業
と
な
り

ま
す
。

■
補
助
額

　

捕
獲
柵
設
置
に
係
る
経
費

の
�
/
�
以
内（
上
限
あ
り
）

 
受
付
期
限

　
     

�
月�

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
林
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

イ
ノ
シ
シ
か 
ら 

農
作
物
を 

守
る
！

農
作
物
被
害
防
止
柵

設
置
事
業

野
猪
捕
獲
柵

設
置
事
業



����������
���������

新
見
の
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の

新
築 ・ 
増
築 ・ 
改
築 

　
   に
助
成
し
ま
す
！     

市からのお知らせ

�
市
内
の
建
築
業
者
（
個
人

を
含
む
）が
建
築
す
る
住
宅

�
棟
上
げ
の　

日
前
ま
で
に

��

申
請
を
行
う
こ
と

※
新
見
産
材
と
は

　

市
内
に
本
社
も
し
く
は
製

材
所
を
有
す
る
建
材
販
売
業

者
ま
た
は
、
市
内
の
法
人
や

市
内
に
居
住
す
る
個
人
が
製

材
し
た
国
産
材
製
品
を
い
い

ま
す
。

　

新
見
産
材
を
使
用
し
た
増

改
築
に
対
し
て
、
新
見
産
材

使
用
量
�
�
あ
た
り
�
万
�

千
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

新
見
産
材
の
需
要
拡
大
と

木
材
業
、
建
築
業
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
、
新
見
産
材

を
使
用
し
た
新
築
住
宅
に
対

し
て
�
戸
あ
た
り�

万
円
を

��

助
成
し
ま
す
。

　
■
補
助
対
象

�
市
民
が
市
内
に
居
住
す
る

た
め
に
新
築
す
る
延
床
面

積　

�
以
上
の
一
戸
建
て

��
木
造
専
用
住
宅
（
建
売
住

宅
も
可
）

�
住
宅
新
築
の
た
め
に
使
用

す
る
主
要
構
造
部
材
の
材

積
の
う
ち
、
新
見
産
材
の

使
用
率
が　

％
以
上
（
う

��

ち
乾
燥
材　

％
以
上
）

��

（
１
件
あ
た
り　

万
円
を
上

３０

限
と
し
ま
す
）

■
補
助
対
象

�
新
見
産
材
を
�
�
以
上
使

用
し
た
増
改
築

�
市
内
の
建
築
業
者
（
個
人

を
含
む
）
が
施
工
す
る
住

宅
�
着
工
の　

日
前
ま
で
に
申

��

請
を
行
う
こ
と

　
※
い
ず
れ
の
助
成
に
つ
い
て

も
補
助
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
林
業
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

木
造
住
宅
の

新
築
に
助
成
し
ま
す

木
造
住
宅
の
増
築
に

加
え
、改
築
に
対
す
る

助
成
が
始
ま
り
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
度
新
見
市
奨
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

��

■
募
集
定
員

�
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生　
　
　

人
��

�
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）
�
人

■
応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

�
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
人
が
新
見
市
に
居
住
し
て
い

る
こ
と

�
経
済
的
事
情
に
よ
り
就
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と

�
学
業
や
品
行
が
よ
く
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

■
貸
与
月
額

�
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生　
　

�
万
� , 
�
�
�
円

�
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）
�
万
� , 
�
�
�
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の
月
ま
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

学
校
教
育
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　
 
�
月　

日
�

��

�
�
�
�
�
�

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
就
学
費
を
援
助
し
、
安
心
し
て
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
就
学
援
助
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
（
新
入
学
時
を
含
む
）、
通
学
用
品
費
、
校
外
活

動
費
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど

■
申
込
方
法

　

各
学
校
を
通
し
て
所
定
の
申
請
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係　

�
�
�
�
�
�

就
学
を

支
援
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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市からのお知らせ

����������
��������	

����������	
��
��

��������	
��
������������������������� 

■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係（������）

平成��年度から平成��年度まで予防接種の種類

生後��か月未満の乳児
※標準的な接種期間が
　生後�～�か月に変わりました

生後�か月未満の乳児ＢＣＧワクチン

平成�年�月�日～平成��年�月
�日生まれの人

平成�年�月�日～平成
��年�月�日生まれの人

日本脳炎ワクチン
（特例対象者）

小学�年生～高校�年生
※新見市では、平成��年度の高校�年生で、
その年度内に�度でも接種している人は、
高校�年生になっても接種完了まで対象
になります。

中学 � 年生～高校� 年生
子宮頸がん予防
ワクチン

に
保
管
し
、
受
診
の
際
は
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
は
一
人
に
�
枚
で
す
。

��
�
�
�
�

個
別
検
診

　

期
間：

�
月
�
日
〜
平
成　

年
��

　

�
月　

日
��

　

受
診
場
所：

市
内
医
療
機
関

集
団
検
診

　

期
間：

�
月
�
日
〜　

月　

日

��

��

　

受
診
場
所：

市
内
各
地

■
問
い
合
わ
せ
先

�
特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査
受

　

診
券
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
そ
の
他
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

　

に
関
す
る
こ
と

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　
　

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被

��
保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
に
は
、
�
月
末
に
市
か

ら
図
の
よ
う
な
封
筒
を
郵
送
で
お

届
け
し
ま
す
。
社
会
保
険
被
扶
養

者
は
、
ご
家
族
が
お
勤
め
の
事
業

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
は
、
個
別
検
診
・
集
団

検
診
で
の
特
定
健
康
診
査
・
健
康

診
査
の
受
診
に
必
要
で
す
。
大
切

　

新
見
市
成
人
検
診
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
（
問
診
票
綴
り
）
は
、
地
区
の

愛
育
委
員
が
各
家
庭
に
お
届
け
し

ま
す
。
個
別
検
診
お
よ
び
集
団
検

診
を
受
診
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

特
定
健
康
診
査（　

歳
〜　

歳
）

��

��

は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ

っ
て
受
診
条
件
が
変
わ
り
ま
す
が
、

が
ん
検
診
は
新
見
市
に
住
所
が
あ

り
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
受
診
で
き
ま
す
。
職
場
の
健

康
診
断
で
実
施
し
て
い
な
い
検
診

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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届きます！    
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���������

　■問い合わせ先　福祉課施設指導係（�������
������������������	�
���
�����
�������
��

������
�������

　■問い合わせ先　市民課  地域医療係（������）

看護師などの養成学校に在学し、学校など
を卒業後、速やかに市内の医療機関などに
�年以上勤務する意思のある看護学生

■対象者

　男女を問わず、地域の健康づくりに関心があり、

栄養委員として活動できる人。

■開催時期

　平成��年�月～平成��年�月まで

　（年間��回程度）

■場　所　新見市保健福祉センター（金谷） 

■参加費　材料代などの実費

■申込方法  

　健康づくり課へ電話でお申し込みください。

■申込締切　�月��日�

募集

������
������������

整備区分入居定員など施設種別

新設�ユニット、�名認知症高齢者グループホーム

■申し込み・問い合わせ先　健康づくり課健康支援係（������）

��������	
�
　栄養教室とは、教室終了後に地域で食生活改

善などのボランティアとして活動していただ

く栄養委員を養成する講座です。健康づくりの

�本柱である「食事」・「運動」・「休養」など健康

的な生活に関する正しい知識と技術を習得し、

栄養委員として「健康づくりの実践者」を目指

しながら、食生活に役立つ内容を学ぶ教室です。

���������	�

�������
�����������	
����

��

�����������	
��
��
「カミカミ教室の様子」

��������	
�看護学生に必要な資金を給付します

������

����������	


�������

������

���������	��
����������

������������	
��


 奨学生の資格

 募集定員

 受付期間

 給付期間
   （上限）

 奨学支援金の給付額

 �月��日（金）まで

 �名程度

 月額：��万円

 看護師資格取得‥…�年
 准看護師資格取得…�年

��������	
��
������������

���������	
���


���������	
��
��������������	
�

����������������	
����������	
��




■問い合わせ先　都市整備課  都計・住宅係（������）

������������
�������

募集

����������� ���

��������	

■申込方法　

　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。

　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。

　申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。

　締め切り後、なお空き室がある場合には、平成��年�月末まで随時募集します。

その他家賃募集戸数面積構造規模団地名

単身者不可 
※募集する部屋は�階

������円～������円
(所得により決定します)

������中耐�階建今見（正田）

単身者不可 
������円～ ������円 
(所得により決定します)

1�����木造�階建神代（神郷下神代）

������
��

��������

��������	
��
�������
■内容
　パソコンの使い方、文字入力の基礎、インター
ネット体験など（�回連続）

■対象
　初めてパソコンを使う人、使ったがよくわから
ないので再度挑戦してみたい人
■日時
　�月��日�、��日�、��日�
　時間はいずれも��：��～��：��
■会場
　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費
　�� ���円（テキスト代は別途）

■定員
　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座�月・初めてのパソコン）、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入
して、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みく
ださい。また、「まなび広場にいみ」の受付にも申
込用紙を用意しておりますのでご利用ください。

■申込締切
　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

��

��������	
��
���
�※�月��日から放送予定　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
	���
�
	�������※�月��日から放送予定　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
��

����������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
�������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
���������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
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※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）
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■お笑いライブ前売り券の購入
　【新見市内のプレイガイドでの販売】
　横井商店・八剣伝・備北民報社・家元電器・かまどや(ヤマ
ザキ)・お好み焼きあい・Yフーズショップ・フナコシ・ポプラ
(新見インター前)・ローソン

■問い合わせ先
　新見公立大学・短期大学 鳴滝祭実行委員会
　������（内線���）

催し

��������	������������������

■会場　新見市学術交流センター　�階交流ホール（新見公立大学・短期大学敷地内）
■対象　学びたい人はどなたでも
■受講料　�����円（�回通し分）　※選択受講の場合は、�講座���円
■託児　託児コーナーを設けます。希望する人は受講講座の�週間前までにご連絡ください。
■申込期限　随時受け付けます
■申し込み・問い合わせ先　新見公立大学  学務課（������） ※電話でお申し込みください

講師テーマ日程

新見公立短期大学幼児教育学科

准教授  岡 　 本 　 直 　 行 
おか もと なお ゆき

彫刻の楽しみ方～人体彫刻を鑑賞するポイント～
美術作品の鑑賞法について、人体彫刻の制作過程や彫刻
に秘められた要素などを学びます。

�月�日�
��：��～��：��

第�回

新見公立短期大学幼児教育学科

准教授  斎 　 藤 　 健 　 司 
さい とう けん じ

健康食品とのつきあい方
健康食品を安全に利用するために必要な基礎知識を学びます。

�月��日�
��：��～��：��

第�回

新見公立短期大学幼児教育学科

講師  吉 　 村 　 淳 　 子 
よし むら じゅん こ

「音楽は楽しい！」～生活の中ではたす音楽の役割～
私たちに、さまざまな効果をもたらしてくれる音や音楽
の楽しみ方について学びます。

�月��日�
��：��～��：��

第�回

新見公立大学看護学部看護学科

教授  澤 　 田 　 由 　 美 
さわ た ゆ み

元気についてのお話－笑顔で生きていくためのヒント－
抑うつ気分のコントロール法などを学びます。

�月��日�
��：��～��：��

第�回

　第３０回哲多ふる里すずらんまつりを開催し
ます。ステージでは、子ども備中神楽や哲多
中学校生徒による銭太鼓などが催されます。
また、会場では飲食や特産品などのテント村
も開かれ、終日楽しめます。

※駐車場は、せせらぎ公園（哲多町本郷城谷
河川公園）をご利用ください。

■問い合わせ先
　哲多ふる里すずらんまつり実行委員会
　（哲多支局  ������）

��������
������������

��������	�
����������
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���������

第　

回
��

��日��鳴滝祭お笑いライブ
　　　　  “はんにゃ・����・江西あきよし”
　　　　      ミスコ ンなどのステー ジ
�����有志・コスプレなどの催し
★チャリティーバザー・模擬店・スタンプラリー (小学生
以下)などのイベントも盛りだくさん！

第　

回
�������

�������
����

���
�����������������������

����������
� �



������������
�������

�
花
道
：
舞
台
下
手
よ
り
直
角
に
客
席

　

を
貫
き
、
鳥
屋
に
通
じ
て
い
る
。

�
す
っ
ぽ
ん
：
花
道
の
七
三
の
位
置
に

　

あ
る
切
穴
の
こ
と
。「
ス
ラ
イ
ド
」
式

　

で
、
忍
術
使
い
や
妖
怪
の
た
ぐ
い
が

　

こ
の
穴
か
ら
せ
り
上
が
る
。

�
か
げ
す
じ
：
役
者
な
ど
が
宙
乗
り
す

　

る
た
め
の
装
置
。

�
廻
り
舞
台
：
舞
台
中
央
に
あ
る
直
径

　

四
間
（
7
.
3
m
）
の
円
形
に
刳
り

　

抜
き
、
回
転
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

　

舞
台
。

�
セ
リ
：
廻
り
舞
台
に
あ
り
、「
ス
ラ
イ

　

ド
」
式
に
奈
落
と
舞
台
を
上
下
で
き

　

る
。

�
空
井
戸
：
舞
台
と
花
道
の
付
け
根
に

　

講
じ
た
半
径
四
方
の
空
枠
。
舞
台
下

　

の
奈
落
に
通
じ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

　

出
入
り
し
た
り
、
早
替
わ
り
な
ど
に

　

用
い
ら
れ
る
。

�
明
り
窓
：
開
閉
す
る
こ
と
で
場
内
の

　

明
る
さ
を
調
整
す
る
。

�
顔
見
世
提
灯
：
興
行
の
際
、
役
者
の

　

番
付
の
代
わ
り
を
し
て
い
る
。

�
仮
花
道
：
舞
台
上
手
よ
り
、
直
角
に

　

客
席
を
貫
い
て
い
る
。

�
ブ
ド
ウ
棚
：
竹
で
編
ん
だ
格
子
状
の

　

天
井
。
桜
吹
雪
も
散
ら
す
こ
と
が
で

　

き
る
。
約
5
0
0
本
の
竹
を
使
用
し

　

て
い
る
。

�
奈
落
：
舞
台
や
花
道
の
床
下
の
総
称

　

で
、
地
獄
の
奈
落
を
連
想
し
て
名
付

　

け
ら
れ
た
。
廻
り
舞
台
や
セ
リ
・
す

　

っ
ぽ
ん
の
仕
掛
け
を
動
か
す
た
め
の

　

場
所
で
、
今
で
も
全
て
人
力
で
動
か

　

し
て
い
る
。

　

香
川
県
琴
平
町
、 

象  
頭  
山 
の
中
腹
に

ぞ
う 

ず 

さ
ん

鎮
座
す
る
神
社
、 

金  
刀  
比  
羅  
宮 
は
、
全

こ 

と 

ひ 

ら 

ぐ
う

国
に
約
6
0
0
社
あ
る
金
比
羅
神
社
の

総
本
宮
で
あ
り
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
名
の
語
源
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ク
ン
ピ
ー
ラ

（
ワ
ニ
）」。ガ
ン
ジ
ス
川
の
ワ
ニ
が
神
格

化
さ
れ
、
仏
教
の
守
護
神
＝
十
二 
薬  
師 

や
く 

し

 
神  
将 
の
う
ち
の
一
体
で
あ
る 
宮  
昆  
羅 
と

し
ん 
し
ょ
う 

く 

び 

ら

な
っ
た
。
中
世
以
降
は
、 

大
物
主
神 
の

お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

仮
の
姿
と
さ
れ
、 

金  
毘  
羅  
大  
権  
現 
と
称

こ
ん 

ぴ 

ら 

だ
い 
ご
ん 
げ
ん

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、江
戸
時
代
。�
金
毘
羅
参
り
�

は
伊
勢
神
宮
へ
の
�
お
陰
参
り
�
に
次

ぐ
人
気
と
な
っ
て
、
多
く
の
参
拝
者
で

に
ぎ
わ
う
。
当
時
、
人
々
が
集
ま
る
と

こ
ろ
に
芝
居
は
つ
き
も
の
。
天
保
6
年

（
1
8
3
5
）に
芝
居
お
よ
び
富
く
じ
開

札
の
常
設
小
屋
と
し
て
竣
工
さ
れ
た
。

そ
の
「
金
毘
羅
大
芝
居
」
に
は
、
江
戸
・

上
方
の
千
両
役
者
が
こ
ぞ
っ
て
出
演
し

た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
に
入
っ
て
特
に
戦
後

は
不
遇
の
時
代
に
突
入
し
、
数
十
年
間

放
置
の
憂
き
目
を
見
る
。昭
和　

年（
1

45

9
7
0
）、「
日
本
最
古
の
芝
居
小
屋
」

と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
国
指
定

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
現
在
地

へ
の
移
築
復
元
工
事（
そ
れ
ま
で
は
現
・

琴
平
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
場
所
に

あ
っ
た
）
は
、
昭
和　

年
（
1
9
7
6
）

51

に
無
事
完
了
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
偶
然
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
熱
い
思
い
が
交
差

し
て
、
昭
和　

年
（
1
9
8
5
）
第
1

60

回
《
四
国
こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
》

が
始
ま
る
。日
本
最
古
の
芝
居
小
屋「 
金 
か
ね

 
丸  
座 
」。 

鼠  
木  
戸 
、
明
り
窓
、 

枡  
席 
な

ま
る 

ざ 

ね
ず
み 

き 

ど 

ま
す 
せ
き

ど
昔
な
が
ら
の
芝
居
小
屋
の
雰
囲
気
が

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な

風
情
と
臨
場
感
が
た
ま
ら
な
い
。

（「
四
国
こ
ん
ぴ
ら
大
芝
居
解
説
書
」を
参
照
）

　

【
金
丸
座
の
施
設
の
概
要
】

まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�「
金
毘
羅
大
芝
居
」
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き
に
稲
穂
を
授
け
「
こ
れ
で
み
ん
な
の

お
米
を
作
り
な
さ
い
。」と
教
え
た
の
だ

そ
う
だ
。
こ
う
し
て
稲
作
は
人
間
に
伝

え
ら
れ
た
。

　

昔
の
人
は
こ
の
お
話
を
信
じ
て
、
お

米
は
神
様
か
ら
の
授
か
り
物
と
し
て
作

り
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

昔
は
毎
日
食
べ
ら
れ
、
そ
し
て
栄
養

の
あ
る
も
の
は
お
米
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
米
を
作
ら
な
け
れ
ば
飢
え

て
し
ま
い
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
お
米
が
一
番
大
切
な
食
べ
物
と

考
え
、
お
米
が
た
く
さ
ん
実
る
よ
う
に

人
は
神
様
に
祈
り
、
一
生
懸
命
努
力
し

て
お
米
作
り
に
励
ん
で
き
た
の
で
す
。

　

今
で
も
、
春
に
は
「
お
田
植
え
祭
り
」

と
し
て
豊
作
を
願
う
行
事
や
秋
に
は
豊

作
に
感
謝
す
る
秋
祭
り
な
ど
、
新
見
市

で
も
数
多
く
の
お
米
に
関
す
る
お
祭
り

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
「
お
米
」
に
対

す
る
人
々
の
思
い
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
。
お
米
作
り
を
通
し
て
知
識
や
文

化
、
自
然
を
大
切
に
す
る
日
本
人
の
心

が
育
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
「
お

米
」
を
育
て
た
自
然
や
人
々
、
料
理
を

作
っ
て
く
れ
る
人
々
に
感
謝
し
今
日
も

お
米
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
書「
い
た
だ
き
ま
す
」よ
り
一
部
抜
粋

い
て
い
ま
す
が
、
�
千
�
�
�
年
位
前

に
は
日
本
で
稲
作
り
が
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
が
解
っ
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
歴
史
は
科
学
の
発
達
し
た
現

代
の
私
た
ち
だ
か
ら
解
る
こ
と
。

　

昔
の
人
は
、「
お
米
」
は
ど
こ
か
ら
来

た
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

遠
い
昔
か
ら
の
古
い
言
い
伝
え
の
中

に
、
神
様
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
お
話

〜
神
話
〜
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お

米
は
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り

ま
す
。

　

ず
っ
と
遠
い
昔
、
天
の
上

に
は
神
様
の
世
界
が
あ
っ
た
。

あ
る
時
、
そ
こ
に
住
む
神
様

の
子
ど
も
が
こ
の
国
へ
降
っ

て
来
た
。
そ
の
子
の
名
前
は

ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
。

「
ホ
」
は
稲
穂
の
「
ホ
」、「
ニ

ニ
ギ
」
は
「
に
ぎ
や
か
」。
つ

ま
り
稲
穂
が
た
く
さ
ん
実
る

神
様
と
い
う
こ
と
だ
。
ニ
ニ

ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
お
ば
あ
さ
ん

は
天
照
大
神
と
い
う
太
陽
の

神
様
。
彼
が
地
上
に
降
る
と
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�
�
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�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
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【
新
見
市
報
道
委
員
】 

（
敬
称
略
）

　
　

定
岡　

豊
秋（
西
方
）

　
　

宮
田　

恵
介（
高
尾
）

　
　

木
村
貴
美
子（
哲
多
町
本
郷
）

　
　

稲
富　

晴
孝（
哲
多
町
成
松
）

　
　

四
木　

潤
一（
神
郷
高
瀬
）

　
　

安
立　

淳
子（
大
佐
田
治
部
）

　
　

上
田　

長
美（
神
郷
油
野
）

　
　

難
波　

美
帆（
哲
西
町
矢
田
）

　
　

市
議
会
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　

委
員
長
の
職
に
有
る
者

　
　

宮
�　

忠
司
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

　

�
月
、
今
年
も
田
植
え
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
県
下
で
も
有
数
の
米

所
で
あ
る
新
見
市
。
今
回
は
、
み
な
さ

ん
が
毎
日
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
「
お

米
」
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
お
米
」
は
一
体
い
つ

か
ら
日
本
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
か
？
ま
だ
ま
だ
研
究
は
続
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私
は
神
郷
坂
根
に
住
ん
で
い
る

読
書
が
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
四
季
折
々
素
晴
ら
し
い
自

然
に
囲
ま
れ
た
生
活
も　

年
あ
ま

��

り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
が
本
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
向
田
邦
子
さ
ん
、
山
崎
豊

子
さ
ん
、
五
木
寛
之
さ
ん
、
松
本
清

張
さ
ん
、
渡
辺
淳
一
さ
ん
、
藤
沢
周

平
さ
ん
な
ど
多
く
の
人
の
作
品
を

読
み
ま
し
た
。
今
も
少
し
ず
つ
楽
し

く
読
ん
で
い
ま
す
。
畑
の
草
取
り
や

庭
の
草
取
り
な
ど
し
て
い
る
時
、
ま

た
、
車
の
運
転
を
し
な
が
ら
も
昨
日

読
ん
だ
本
の
情
景
が
思
い
出
さ
れ

次
の
展
開
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
習
い
事
が
好
き
で
手
芸
、

大
正
琴
、
民
謡
な
ど
長
く
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
様
に
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
で
き
る
こ
と
は
本
を
愛
し
、

本
か
ら
い
た
だ
く
�
力
�
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
し
よ

う
と
思
う
時
、
ま
ず
考
え
、
そ
れ

を
理
解
し
、
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
、
こ
れ
が
読
書
に
よ
っ
て
培

わ
れ
た
我
が
誇
り
で
す
。

　

最
近
人
前
で
話
す
こ
と
が
少
し

上
手
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今

は
、
坂
根
公
民
館
を
中
心
に
同
年

代
の
人
と
集
っ
て
�
い
き
い
き
サ

ロ
ン
�
を
や
っ
て
い
ま
す
。
月
一

回
の
集
い
を
み
ん
な
楽
し
み
に
し

て
い
て
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の
好
き
な
こ

と
に
打
ち
こ
み
、
前
向
き
に
自
信

を
持
っ
て
生
き
て
行
く
こ
と
に
日
々

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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 田  原   万  亀 子   さん �

た ばら ま き こ

（神郷下神代）

�
�
�
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�
	


�

新
見
公
立
短
期
大
学 

幼
児
教
育
学
科
２
年

  
三  
谷   
安 
希
   

さ
ん　

み 

た
に 

あ 

き

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

和
歌
山
県
田
辺
市

和
歌
山
県
田
辺
市
））

��������������������	���



����������
���������

北

か

ら

第　

通
��

 清  水   巨 佳   さん�

し みず きよ か

広島県庄原市 （出身：新見市哲西町　旧姓：山岡）
職業：会社員

帰
省
で
き
る
距
離

な
の
で
帰
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

や
っ
ぱ
り
昔
か
ら
の
友
人
に
会
う
と
、
ホ
ッ

と
す
る
し
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
高
校
は
、

新
見
北
高
校
の
商
業
科
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

専
門
科
の
簿
記
な
ど
す
ご
く
苦
手
で
あ
ま
り

勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
…  
。
け
れ
ど
、
5

年
前
に
就
職
し
、
職
場
で
は
会
計
処
理
の
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
嫌
い
だ
っ
た
簿
記
が
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。

　

新
見
市
で
よ
く
行
っ
た
場
所
や
お
店
に
行
く
と

と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。
お
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど

毎
年
行
っ
て
は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
元
に
帰
っ
て
は
地
元
な
ら
で
は
の
楽

し
み
方
を
満
喫
し
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

か
ら　

年
く
ら
い
前
に
庄
原
市
内
の
企
業
に

��

就
職
し
現
在
も
庄
原
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

結
婚
し
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
子
育
て
の
た

め
5
年
間
専
業
主
婦
で
し
た
。
庄
原
市
内
で
は
友
達

も
、
同
級
生
も
い
な
い
環
境
で
の
子
育
て
が
不
安
で
、

実
家
へ
よ
く
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は

交
流
の
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
友
達
の
輸
も
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
き
、
職
場
で
の
繋
が
り
や
友
人
の
お

陰
で
、
庄
原
市
出
身
者
の
よ
う
に
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

今
は
、
小
学
生
2
人
の
子
ど
も
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
日
々
時
間
を
取
ら
れ
な
が
ら

も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庄
原
焼
き
と

い
う
B
級
グ
ル
メ
の
「
庄
原
焼
き
H
I
R
O
M
E
T

A
I
」
の
活
動
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
実
家
は
新
見
市
で
も
哲
西
町
で
す
。
す
ぐ
に

�
�
�
�
�
�
�
�
	
さ
ん

�
�
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�
�
�
�
�
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�
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南 か ら

Hello again to everyone in Niimi! It’ s hard to believe I
,
m already 

entering a fourth year in Niimi, but my commitment is just a 
testament to the endearing spirit of this town. Thank you for 
inspiring us to stay!
At the same time, though, thank you for inspiring us to GO!!
By that, I mean “go out” and “go exploring!” This past year, I have 
seen sakura in Kyoto, fed the deer of Nara, and wandered the hills 
of Koyasan. I

,
ve witnessed the austerity of Ise-jingu, hiked the 

wilds of Yakushima, and braved the cold of Sapporoﾕs Yuki Matsuri.
Last summer, I roadtripped Kyushu, climbed Mt. Daisen, and had 
Shimonoseki fugu. I

,
ve also trained as a ninja at Koga and Iga (in 

spirit), seen my first game of yakkyu in Hiroshima, advanced to 
blue belt in both Ashihara and Shitoryu karate and carried Mikoshi 
for Niimi, Ishiga, and Teta. Most importantly, I welcomed nearly 
2,000 new English Teachers to Tokyo to begin their own careers as 
JET teachers. None of this would have been possible without the 
inspiration to “GO!”
More than anything else, I

,
ve learned the importance of curiosity, 

and of seeking new ideas through new avenues. Maybe this is our 
assignment as human beings: to see, to learn, and to broaden our 
horizons; regardless of what our neighbours might think. New 
ideas grow from old, communities grow from strong individuals, 
and bullies and naysayers of all ages simply donﾕt matter. I only 
hope that the students we teach will feel inspired to ask questions, 
to challenge their ways of thinking, and to risk the fear of the 
Great Unknown as they grow into better citizens of the world.
I wish everyone the best, and I

,
m grateful for the time I

,
ve had in 

Japan. I
,
ll see you out there somewhere!
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　「まなび広場にいみ」で、岡山県市長会議が開催

されました。会議には県内��市の市長が出席、石

垣市長が議長を務め、国と県に提出する計21件の

要望について審議しました。

　このうち、国への要望は、地域医療の充実強化

を求めるものなど�件を重点要望項目として採

択。また、県への要望は、地域防災力の強化や農

林業の振興など��件を採択しました。

�������
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　新見公立大学・短期大学内にある、子育て交流ひ

ろば「にこたん」がリニューアルオープンしまし

た。

　新しい「にこたん」は、床面積を以前の倍に広げ

たほか、床暖房の完備、子ども用トイレ、授乳室を

設けるなど機能が充実しました。訪れた利用者は、

「これまで以上に利用が楽しみになった」と笑顔で

話していました。

��������	
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　新見公立大学・短期大学の入学式が行われ、入

学生175人を迎えました。

　始めに、難波学長から各学科の代表者に入学許

可書が手渡されました。その後、「教養や技術を

身に付け将来の日本を支えてほしい」と式辞を述

べ、入学生を激励されました。学生は、それぞれ

の夢へ向かっての第一歩を歩み始めました。
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　新見市と新見警察署は、市の事務事業から暴力

団排除を徹底するための合意書を締結しました。

　これは、契約・補助金交付など、市の事務事業

から暴力団などを排除し、暮らしやすいまちづく

りの推進を目的としたもので、締結により行政と

警察の協力態勢が強化されました。
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　新見市環境衛生協議会主催の「春のクリーン作

戦」が市内全域で行われ、市民約6,000人が参加し

居住地域の空き缶などを拾い集めました。

　協議会役員などは、市役所駐車場で出発式を行

い、九の坂・明智峠などの国道沿いで作業を行いま

した。この日は、不燃ごみなど合わせて約�.��を

回収しました。
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　哲多農村広場で「新見市消防操法訓練大会」が開催さ

れました。迅速、的確な消防技術の向上と連携強化を目的

として毎年開催しており、今回は約600人の消防団員が参

加しました。

　大会では、ポンプ車操法・小型ポンプ操法の部に合わ

せて��チームが出場し、日頃の練習の成果を発揮しまし

た。それぞれの部門で神郷分団が優勝。小型ポンプ操法

の部の優勝チームは、5月19日（日）岡山県消防学校で開

催される県大会に出場します。

��������
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　新見市交通安全対策協議会高尾支部は、高西幼

稚園付近の国道へテント村を設置し、ドライバー

に交通安全を呼びかけました。

　参加者は、重点目標の「子どもと高齢者の交通

安全」と「早めのライト点灯」が書かれたチラシ

やガラスのくもり止めなどの啓発物品200セット

を手渡しました。このほか、神郷地内など�か所

でもテント村の設置を行いました。
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　トマト銀行交通安全協会から、交通安全用品の寄贈が

ありました。

　この日は、市民の交通事故防止に役立てるため、横断

旗200本、夜光タスキ50本をいただきました。横断旗は

既に設置してある旗の更新に、夜光タスキは利用を希望

する市民へ配布されます。
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毎
年
�
月　

日
は
世
界
禁
煙

��

デ
ー
で
す
。今
回
は「
妊
婦
と
赤

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
た
ば
こ
の

影
響
」に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

妊
娠
中
に
母
親
が
た
ば
こ
を

吸
う
と
、
次
の
よ
う
な
異
状
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
低
体
重
児
の
出
産

　

（
２ , 
５
０
０ 
ｇ
未
満
）

・
早
産

・
流
産

　

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
に
よ
り

�
�
�
種
類
以
上
の
有
害
物
質

が
体
内
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
胎
盤
の
血
流
量
が
減
少

し
、
胎
児
に
行
く
は
ず
の
栄
養

素
や
酸
素
が
不
足
し
た
り
低
体

や
栄
養
が
多
く
含
ま
れ
る
母
乳

の
分
泌
を
減
ら
す
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
間
違
っ
て
食
べ
物

以
外
の
物
を
食
べ
る
こ
と
を
誤

飲
・
誤
食
と
い
い
、
最
も
多
い

物
は
、
た
ば
こ
で
す
。
た
ば
こ

の
誤
飲
事
故
は
、　

時
か
ら　

��

��

時
の
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
母
親

が
忙
し
い
時
間
で
、
ま
た
帰
宅

し
た
家
族
が
た
ば
こ
を
吸
う
時

間
だ
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
、
灰
皿
、
ラ
イ
タ

ー
な
ど
は
子
ど
も
の
手
の
届
く

場
所
に
置
か
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
間
違

っ
て
た
ば
こ
を
飲
む
と
急
性
中

毒
に
な
る
の
で
、
灰
皿
に
水
を

入
れ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
を

灰
皿
代
わ
り
に
し
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
の
た
ば
こ
が

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
） に
つ
な
が
る
こ
と
も

　

こ
の
病
気
は
、
何
の
予
兆
も

な
い
ま
ま
、
主
に
1
歳
未
満
の

健
康
に
み
え
た
乳
児
に
、
突
然

死
を
も
た
ら
す
疾
患
で
、
原
因

は
不
明
で
す
。
S
I
D
S
と
診

断
さ
れ
る
件
数
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
1
歳
未
満
の
乳
児
の

死
亡
原
因
の
第
3
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

次
の
�
つ
の
対
策
を
と
り
、

赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
「
う
つ
ぶ
せ
寝
を
さ
け
る
」

②
「
乳
児
の
近
く
で
喫
煙
し
な

　

い
、妊
娠
中
に
喫
煙
し
な
い
」

③
「
出
来
る
だ
け
母
乳
で
育
て

　

る
」

重
児
や
早
産
の
原
因
に
つ
な
が

り
ま
す
。
本
数
を
減
ら
す
、
軽

い
た
ば
こ
に
変
え
る
な
ど
は
医

学
的
に
安
全
と
は
言
え
ず
、
�

本
で
も
妊
婦
と
胎
児
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
妊
娠
が
分
か

っ
た
ら
す
ぐ
に
た
ば
こ
を
止
め

ま
し
ょ
う
。

　

妊
婦
自
身
が
喫
煙
し
て
い
な

く
て
も
、
夫
や
家
族
な
ど
周
囲

の
人
が
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

場
合
、
妊
婦
は
有
害
な
副
流
煙

を
吸
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
副

流
煙
で
も
同
じ
よ
う
に
、
胎
児

の
発
育
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
換
気
扇
の
下
で
た
ば

こ
を
吸
っ
た
と
し
て
も
、
臭
い

や
ニ
コ
チ
ン
の
成
分
は
部
屋
の

中
に
漂
い
、
妊
婦
や
胎
児
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。
家
族
に
喫

煙
者
が
い
る
場
合
は
、
家
庭
内

で
の
禁
煙
・
分
煙
を
促
し
、
妊

婦
や
胎
児
の
受
動
喫
煙
が
少
な

く
な
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
�
本
吸
っ
た
直
後

に
授
乳
す
る
と
、
子
ど
も
は
大

人
が
�
本
吸
っ
た
の
と
同
程
度

の
有
害
物
質
を
飲
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
煙
に
よ
っ
て

一
酸
化
炭
素
と
多
量
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
を
吸
入
し
、
呼
吸
器
感
染

症
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。ま
た
、た
ば
こ
は
、免
疫

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
����
���
�

��������	
�

���������	
�
���������

平成��年�月 ～�月��日生��：��～��：��木5月30日

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��火�月��日

※会場は、新見市保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案内します。
※育児相談、健康診査は、新見市に住民登録（住民票）のある人のみ受ける
ことができます。

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について当番の小児科医または
看護師などが電話で相談に応じるととも
に受診などについて適切なアドバイスを
行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課　健康づくり係（������）

���������	
���
��������

�：��～��：��
おおさ総合センター

木�月��日

��：��～��：��金�月��日

�：��～��：��
哲多総合センター

月�月��日

��：��～��：��木�月��日

�：��～��：��
きらめき広場・哲西

月�月��日

��：��～��：��火�月��日

�：��～��：��
神郷保健センター水�月��日

��：��～��：��

※集団検診時に使用する器具が、綿棒からブラシへ変更になります。
※待ち時間が長くなる可能性があります。
※午前・午後とも各40人程度までの受付となります。受付人数を超えた場
　合は、午後からの検診や別日をご案内させていただきます。

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��水5月22日

��������

���������

平成��年��月生��：��～��：��火�月��日

�月�日（金）

新見市　新見中央病院  ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市 金田病院（内･外） ����������
真庭市　米田医院（内） ����������

�月�日（土）

新見市　長谷川紀念病院 ������
庄原市　瀬尾医院　 �����������
真庭市　勝山病院（内･外） ����������
真庭市   さくもとクリニック(外)  ����������
�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市   金田病院（外）  ����������
真庭市　片岡医院（内） ����������

�月�日（月）

新見市　渡辺病院　 ������
庄原市　細川医院   �����������
真庭市　近藤病院（内・外）　 ����������
真庭市　牧原医院（外）  ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院　 ������
庄原市　東城病院　 �����������
真庭市　勝山病院（内・外）　 ����������
真庭市　石賀医院（内）　 ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院　 ������
庄原市　こぶしの里病院　 �����������
真庭市  湯原温泉病院（内･外）  ����������
真庭市   吉弘クリニック（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院　 ����-����
庄原市　日伝医院　 �����������
真庭市   金田病院（内・外） ����������
真庭市   谷田医院（外） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院　 ������
庄原市　東城病院　 �����������
真庭市  湯原温泉病院（内･外）  ����������
真庭市　さとう医院（外） ����������
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一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と

か
ら
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
、

す
べ
て
の
人
々
が
か
け
が
え
の

な
い
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

■
身
元
調
査
を
拒
否
し
よ
う

結
婚
や
就
職
時
に
お
け
る 

「
聞
き
合
わ
せ
」
や
「
身
元

調
査
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

を
助
長
し
、
基
本
的
人
権
侵

害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
極

め
て
強
い
も
の
で
す
。
身
元

調
査
な
ど
を
行
わ
な
い
と
と

も
に
、
応
じ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
え
せ
同
和
行
為
を
排
除
し
よ
う

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、

高
額
な
書
籍
な
ど
の
購
入
強

要
や
不
当
な
金
銭
な
ど
を
要

求
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」

は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻

害
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
断
固
と
し
て
拒
否

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
勇
気

を
持
っ
て
、
積
極
的
に
「
え

せ
同
和
行
為
」
の
排
除
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別

　

書
き
込
み
を
根
絶
し
よ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普

及
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
は

大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
匿
名
性
を
悪
用
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲

示
板
に
基
本
的
人
権
を
侵
害

す
る
書
き
込
み
が
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
書
き
込
み
に
よ
っ
て
、

傷
つ
い
た
り
悲
し
ん
だ
り
す
る

人
が
い
る
こ
と
を
十
分
に
わ
き

ま
え
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り
が

モ
ラ
ル
を
守
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時（
５
月
・
６
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

�
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

お
し
ら
せ

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
市
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成　

年
の
市
町
合
併
以
降
、

��

初
め
て
と
な
る
市
内
の
文
化
財

を
収
録
し
た
冊
子
「
新
見
市
の

文
化
財
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

国
指
定
天
然
記
念
物
の
「
羅

生
門
」
や
「
鯉
ヶ
窪
湿
生
植
物

群
落
」
な
ど
、
国
指
定
�
件
、

県
指
定　

件
、
市
指
定
�
�
�

��

件
の
文
化
財
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■
内
容　

市
内
の
指
定
文
化
財（
�
�

�
件
）の
紹
介

フ
ル
カ
ラ
ー
Ａ
�
版
、　

ペ
��

ー
ジ

■
販
売
価
格　

1 , 
0
0
0
円

■
販
売
場
所　

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
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�

　

「
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
が
5
月　

日
（
金
）
か
ら

��

発
売
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
宝
く

じ
は
�
等
賞
金
�
億
円
、
�
等

の
当
選
確
率
が
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ

ン
ボ
史
上
最
高
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

道
路
や
学
校
の
整
備
な
ど
、
県

民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宝

く
じ
の
購
入
は
、
ぜ
ひ
「
県
内
」

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
総
務
部
財
政
課

　

�
0
8
6 －

2
2 
6 －

7
2
3 
2

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
（
水
）

��

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
会
場

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
テ
ー
マ

　

「
あ
る
が
ま
ま
に
」

■
講
師

　

曹
洞
宗
慈
眼
寺
住
職

　
 
和  
氣  
弘  
宗 
さ
ん

わ 

け 

こ
う 

し
ゅ
う

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

　

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料　
　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

　

健
康
の
森
学
園
の
園
生
た
ち

と
一
緒
に
田
植
え
を
し
ま
せ
ん

か
。
土
の
感
触
を
味
わ
い
な
が

ら
1
本
1
本
手
で
植
え
ま
す
。

み
ん
な
で
泥
ん
こ
に
な
っ
て
、

田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

み
な
さ
ん
の
来
園
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
（
金
）

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園
内
の

　

水
田

■
申
込
締
切
�
月
�
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
健
康
の
森
学
園

　

（
�
�
�
�
�
�
）　

　

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
�
月
�
日
現
在
の
登
録
内

容
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
�

月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
�
月　

日
（
金
）

��

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
場
合
は
、
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
車
検
に
必
要
と
な
る

証
明
書
は
領
収
書
に
付
い
て
い

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
�
月
か
ら
、
自
動

��

車
税
に
関
す
る
業
務
は
各
県
民

局
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
税

　

岡
山
県
備
中
県
民
局
税
務
部

　

�
0
8
6 －

�
�
� －

7
�
�
�

　

軽
自
動
車
税

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�����������

　

�
月　

日（
土
）か
ら　

日

��

��

（
火
）ま
で
の
�
日
間
、新
見

市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

で
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら　
��

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

新
見
市
か
ら　

名
の
選
手

��

が
出
場
し
た
岡
山
県
選
抜
チ

ー
ム
は
、初
戦
の
徳
島
県
選
抜

に
�
対
�
で
勝
利
。続
く
�
回

戦
で
、優
勝
し
た
群
馬
選
抜
に

�
対
�
で
破
れ
、惜
し
く
も
二

連
覇
を
逃
し
ま
し
た
。

　

各
公
民
館
を
中
心
と
し
た

延
べ
約
� , 
�
�
�
人
の
市

民
に
よ
る
『
地
域
応
援
団
』、

ま
た
、
各
競
技
団
体
・
中
学

生
な
ど
に
よ
る
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
支
え

に
よ
り
大
会
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
大
会
と
し
て
開
催
し
、

み
な
さ
ん
か
ら
�
万 , 
�
�

�
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
募
金
は
、
被
災
者
支

援
に
充
て
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
長
会
を
通
し
て
被
災
地
に

送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】  
群
馬
選
抜

【
準
優
勝
】 

広
島
県
男
子
選
抜

【
第
�
位
】  
沖
縄
県
選
抜

　
　
　
　
  
高
知
県
男
子
選
抜

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中

　

学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

大
会
新
見
市
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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��月�日（日）　��：��～��：��　
　本のカバーかけ（哲西）
��月��日（土）　��：��～
　子ども映画会（哲西）
��月��日（土）（新見）
　��：��～　こどもの読書週間 こどもお楽しみ会
　��：��～　こども映画会

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

��������	

�
月
の
休
館
日

■休館のお知らせ
　�学術�月��日（金）～��日（月）　大学祭のため
　�新見図書館�月��日（火）～��日（金）　蔵書点検のため
■第��回こどもの読書週間　�月��日（日）まで
　�こどもの読書週間行事
　�新見・「家族で読もうよ！」本の展示
　�哲西・職員おすすめの本の展示
　　　・本のカバーかけ　※親子先着��組、�組�冊まで

6
１ 

～平成24年度に貸出し回数の多かった一般図書２５冊を紹介します。
　みなさんは、　もう読みましたか？～

１位�

２位�

ナミヤ雑貨店の奇蹟……東野圭吾著�７０回�

舟を編む　�………………三浦しをん著 ６９回�

３位�真夏の方程式　�……………東野圭吾著 ５８回�

４位�マスカレード・ホテル�…東野圭吾著 ５６回�

５位�白ゆき姫殺人事件�……湊かなえ著 ５０回�

１１位�置かれた場所で咲きなさい�……渡辺和子著 ４２回�

５位�プラチナ・データ�………東野圭吾著 ５０回�

７位�こびと観察入門１　� なばたとしたか作 ４９回�

８位�謎解きはディナーのあとで２　�東川篤哉著 ４７回�

９位�麒麟の翼　�…………………東野圭吾著 ４５回�

１０位�虚像の道化師�……………東野圭吾著 ４３回�

１２位�うちの３姉妹９�………………松本ぷりっつ著 ４１回�

１２位�サファイア　�……………………………湊かなえ著 ４０回�

１２位�三匹のおっさん  ふたたび�…………有川浩著 ４０回�

１５位�告 白�……………………………………湊かなえ著 ４０回�

１５位�うちの３姉妹 １６�……………松本ぷりっつ著 ４０回�

１７位�こびと大百科�‥……………なばたとしたか作 ３９回�

１８位�うちの３姉妹 １０�……………松本ぷりっつ著 ３８回�

１８位�うちの３姉妹 １１�……………松本ぷりっつ著 ３８回�

１８位�うちの３姉妹  ７�……………松本ぷりっつ著 ３８回�

２１位�うちの３姉妹 １５�……………松本ぷりっつ著 ３７回�

２１位�謎解きはディナーのあとで�……東川篤哉著 ３７回�

２１位�夜行観覧車�……………………………湊かなえ著 ３７回�

２４位�IＱ８４　ＢＯＯＫ１�……………村上春樹著 ３６回�

２４位�うちの３姉妹 １２�……………松本ぷりっつ著 ３６回�

土金木水火月日

４３２１３０２９２８

１１１０９８７６５

１８１７１６１５１４１３１２

２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

８７６５４３２
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 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日（ただし�/�（月）は開館し、翌日休館）

法曽陶芸館

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

県
久
慈
市
。
三
陸
海
岸
の
小
さ
な
町
。
海
鳴
り

の
音
、
潮
風
の
匂
い
、
遠
い
水
平
線
、
寄
せ
て

は
返
す
波
、
滋
養
豊
か
な
海
の
幸
の
宝
庫
、
そ

し
て
海
女
の
い
る
海
で
も
あ
っ
た
。
美
し
い
海
。

永
遠
の
海
。

　

大
震
災
の
残
し
た
喪
失
と
悲
し
み
、
破
壊
と

放
射
能
汚
染
、
先
の
見
え
な
い
不
安
と 
焦  
燥 
…
。

し
ょ
う 

そ
う

復
興
へ
の
遠
い
道
の
り
。
作
者
は
、
い
つ
の
日

に
か
大
地
や
海
が
甦
り
人
々
に
安
ら
ぎ
が
訪

れ
る
こ
と
を
切
に
切
に
願
い
こ
の
作
品
を
制

作
。
い
の
ち
の
愛
し
さ
、
切
な
さ
を
故
郷
の
豊

か
な
海
の
情
景
の
中
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
羊

原
毛
の
草
木
染
・
手
紡
ぎ
・
手
織
作
品
�
点
を

展
示
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
―
大
き
い
海
が
我
を
わ
す
れ
て
地
上
に
お

そ
い
か
か
っ
た
そ
の
時
か
ら
、
ぼ
く
は
�
い
の

ち
の
う
き
だ
ま
�
と
な
っ
て
波
間
に 
棲 
む
こ
と

す

に
な
っ
た
。
海
の
女
神
さ
ま
は
や
が
て　

ぼ
く

に
新
し
い
い
の
ち
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
。
そ

れ
ま
で
の
記
憶
を
な
く
し
て
…
。
で
も
胸
の
す

み
っ
こ
か
ら
「
忘
れ
な
い
で
…
」
と
つ
ぶ
や
く

声
が
。
だ
か
ら
、
ま
だ
忘
れ
た
く
な
い
ぼ
く
は

　

も
う
少
し
波
に
ゆ
ら
れ
て　

た
だ
よ
っ
て

い
よ
う
と
思
う
―
―

　

�
�
�
�
・
�
・　

作
者
は
故
郷
の
海
が
真

��

っ
黒
い
大
き
な
塊
に
な
っ
て
陸
地
を
呑
み
込

ん
で
い
く
光
景
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
岩
手

会
期
▼
�
月
�
日
�
ま
で

��
��
��
�
��
��
���
	�


�
�


�
�

���
�
・
�
��
��
�
�
�
��
��
��

「海いのちのゆりかご」部分

〈企画展〉

新見美術館

し
た
ジ
オ
ラ
マ
作
品
約　

点
を
一
堂
に

��

紹
介
し
ま
す
。
懐
か
し
く
て
あ
た
た
か
み

の
あ
る
、
レ
ト
ロ
な
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

　

山
本
高
樹
（
1
9
6
4
〜
）
氏
は
、
昭

和
の
街
並
み
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
作
り
続
け
る
、
ジ

オ
ラ
マ
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
に
モ
チ
ー
フ
を
縮
小
し
た
だ
け
で
な

く
、
時
代
の
味
わ
い
や
空
気
感
を
凝
縮
し

た
作
風
が
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
最

近
で
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん

先
生
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
タ
イ
ト
ル
の
ジ

オ
ラ
マ
を
制
作
し
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
最
新
作
を
は
じ
め
、
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
映
っ
た
昭
和　

年
代
の
懐

30

か
し
い
街
並
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
制
作

春
季
特
別
展�

会
期
▼
�
月　

�
〜
�
月　

日
�
ま
で
会
期
中
無
休

��

��

 
山  
本  
高  
樹  
昭
和
幻
風
景 
ジ
オ
ラ
マ
展

や
ま 

も
と 

た
か 

き

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��／���～�／���

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
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〜
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■
�
月
�
日
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時
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時
〜
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行
事 
予 
定
���から

���まで

��みどり の日
三室峡シャクナゲ祭り
���：��～��：��
�神郷油野　三室総合案内所
�神郷支局（�����）

��憲法記念日
第��回鯉が窪湿原まつり
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西周辺
�哲西支局（�����）

�
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�神郷地域・足立
�生活環境課環境保全係
　（�����）

消費者生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

��
第��回鳴滝祭
��：��～
�学術交流センター前
�新見公立大学（�����）

��
交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター� Ｆ図書室
�生活環境生活交通係（�����）

岡山県統一 ノーレジ袋デー
�市内参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�神郷支局（�����）

�

������

����
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲多地域
�生活環境課環境保全係（�����）

��

������
人権相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

��

���
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�新郷市民センター
�社会福祉協議会
　神郷支所（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

人権・行政相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）



����������
���������

���������� ���

����
平成��年第�回臨時会
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

狂犬病予防注射
��：��～��：��
�大佐地域
�生活環境課環境保全係（�����）

��������

����
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

�
行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

��振替休日��こどもの日
にいみ子どもマス釣り大会
���：��～��：��
�御殿町センター裏高梁川
�商工観光課（�����）

大井野清流・石楠花まつり
���：��～��：��
�大佐源流公園野外ゾーン
�大佐支局（�����）

������
人権・行政・家庭児童・
母父子相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

狂犬病予防注射
��：��～��：��
�神郷地域
�生活環境課環境保全係（�����）

����
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�大佐地域
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�新見
�生活環境課環境保全係
　（�����）

第��回鳴滝祭
��：��～
�学術交流センター前
�新見公立大学（�����）

������
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�千屋・坂本・菅生・熊谷・唐松・正田
�生活環境課環境保全係（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�井倉・草間・豊永
�生活環境課環境保全係（�����）

��
狂犬病予防注射
��：��～��：��
�哲西地域
�生活環境課環境保全係（�����）

��

����������������

����
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

���
第��回哲多ふる里すずらんまつり
��：��～��：��
�本郷小学校周辺
�哲多支局（�����）

� � �

登記相談（要予約）
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

男女共同参画講座
���：��～��：��
�総合福祉センター
　大会議室
�企画政策課広報係
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－���人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－���人）

　出生…��人　 転入…���人

　死亡…��人　 転出…���人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■軽自動車税　　全期
　（納期限：�月��日）
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��������	
��ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

�������������� ���
��� �� �� �

��������	
����


	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20
	P21
	P22
	P23
	P24
	P25
	P26
	P27
	P28
	P29
	P30
	P31
	P32

